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(57)【要約】
外部電源は、デバイスのためにＡＣ電力をＤＣ電力に変
換する。外部電源およびデバイスは、デバイスが例えば
外部電源がデバイスにＤＣ電力を提供し続ける限りデー
タを安全に保つといった処置を取ることができるように
、早期ＡＣ入力障害検出を提供する回路を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部電源（２１）から直流（ＤＣ）電力を受け取る電子デバイス（２２）用の電源障害
検出の方法であって、前記外部電源は、幹線電気ネットワークへの接続のための交流（Ａ
Ｃ）入力端子（１００）を有し、前記外部電源は、直流電力導通リードを介した前記電子
デバイスへの接続のための直流出力端子（２１２）を有し、前記方法は、前記外部電源に
より実装され、前記方法は、
　前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如を検出するステップ（４０
１）と、
　前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の前記欠如が検出されると、前記
交流入力端子上の幹線電力の供給の前記欠如を表す情報を送信するステップ（４０２）と
、
を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の前記欠如が検出されるときに、
前記電子デバイスに直流電力を提供し続けるための前記外部電源の容量の持続時間を推定
するステップをさらに含み、前記情報は前記推定するステップの結果を含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の前記欠如が検出されるときに、
前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の前記欠如の持続時間を測定するス
テップをさらに含み、前記情報は前記測定するステップの結果を含む、請求項１または２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記情報は、前記直流電力導通リードを経由して送信される、請求項１乃至３のいずれ
かに記載の方法。
【請求項５】
　前記情報は、前記直流電力導通リードの少なくとも１つにおいて搬送波信号を変調する
ことによって送信される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記情報は、前記直流電力導通リードの少なくとも１つにおいて直流出力電圧レベルを
変調することによって送信される、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　外部電源（２１）から直流（ＤＣ）電力を受け取る電子デバイス（２２）用の電源障害
検出の方法であって、前記外部電源は、幹線電気ネットワークへの接続のための交流（Ａ
Ｃ）入力端子（１００）を有し、前記外部電源は、直流電力導通リードを介した前記電子
デバイスへの接続のための直流出力端子（２１２）を有し、前記方法は、前記電子デバイ
スにより実装され、前記方法は、
　前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如を表す情報を受け取るステ
ップ（５０１）であって、前記欠如は前記外部電源により検出される、ステップと、
　差し迫った直流電源障害を前記電子デバイスに知らせるように、前記電子デバイスに前
記情報を送信するステップ（５０２）と、
を含む、前記方法。
【請求項８】
　前記情報は、前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の前記欠如が前記外
部電源により検出されるときに、前記電子デバイスに直流電力を提供し続けるための前記
外部電源の前記容量の持続時間の推定値を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記情報は、前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の前記欠如が前記外
部電源により検出されるときに、前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の
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前記欠如の持続時間の測定値をさらに含む、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記情報は、前記直流電力導通リードを介して受け取られる、請求項７乃至９のいずれ
かに記載の方法。
【請求項１１】
　前記情報は、前記直流電力導通リードの少なくとも１つにおいて搬送波信号の変調によ
って受け取られる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記情報は、前記直流電力導通リードの少なくとも１つにおいて直流出力電圧レベルを
変調することによって送信される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　電子デバイス（２２）に直流（ＤＣ）電力を提供するための外部電源（２１）であって
、幹線電気ネットワークへの接続のための交流（ＡＣ）入力端子（１００）を有し、直流
電力導通リードを介した前記電子デバイスへの接続のための直流出力端子（２１２）を有
し、
　前記外部電源の前記交流（ＡＣ）入力端子上の幹線電力の供給の欠如を検出するための
検出器（３０）と、
　前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の前記欠如が前記検出器により検
出されると、前記交流入力端子上の幹線電力の供給の前記欠如を表す情報を送信するため
の送信機（３１）と、
を含む、前記外部電源（２１）。
【請求項１４】
　前記検出器は、前記外部電源の前記交流入力端子（１００）および／または前記外部電
源の内部の調節されない交流出力端子（１１５（ａ））および／または前記外部電源の内
部の調節されない直流出力端子（１５５（ｃ））に直接結合される（１１５（ｂ））、請
求項１３に記載の外部電源。
【請求項１５】
　外部電源（２１）への接続のための電子デバイス（２２）であって、前記外部電源は、
幹線電気ネットワークへの接続のための交流（ＡＣ）入力端子（１００）を有し、前記外
部電源は、直流電力導通リードを介する前記電子デバイスへの接続のための直流出力端子
（２１２）を有し、前記電子デバイス（２２）は、
　前記外部電源の前記交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如を表す情報を受け取るため
の受信機（３２）と、
　差し迫った直流電源障害を前記電子デバイスに知らせるように、前記情報を送信するた
めの送信機（３３）と、
を含む、前記電子デバイス（２２）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、電源障害検出に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータ、ＣＥ（消費者電化製品）デバイス、および工業用アプリケー
ションなどのますます多くのマイクロプロセッサ制御されるデバイスの市場への導入によ
り、これらのデバイスが予想外の電力停止を受けると重要な誤動作をする傾向があること
から、電源障害検出は重要な問題となっている。電源障害の起こり得る原因の１つは、電
源の幹線（mains）からの入力の電力停止である。そのような電力停止は、例えば、人間
が電源コードにつまずいたとき、電力ネットワーク上の全体的な電力停止に起因して、ま
たは単にユーザがパワーオフボタンを押すことに起因して発生する。幹線電源障害が発生
すると、電源のＤＣ側のコンデンサは、短い遅延の間、電力を提供し続けることが可能と
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なる。したがって、ＡＣ電源障害と電源のＤＣ側のその検出の間に遅延がある。ＡＣ入力
の中断に起因する、上述した遅延後にＤＣ電力が停電すると、従来技術の電源障害検出シ
ステムは、したがって、電源障害検出システムを統合したデバイスの順序正しいシャット
ダウンに使用され得る貴重な時間を失う。この点に対し、「早期」電源障害検出の従来技
術は、ＡＣ入力のゼロ交差の際に計数を開始し、各後続のゼロ交差の際にリセットされる
カウンタを使用して動作する、早期のＡＣ電源障害検出のための方法および装置を記載す
る、登録日２００２年１０月２２日の、Ｚｅｎｓに特許付与された特許文献１を含む。カ
ウンタが特定の閾値を超える場合、これは、電源障害を示す。しかし、従来技術は、電源
障害回路がオンボードまたは内部電源を有するデバイス用であることを共通に有する。オ
ンボード電源という条件は、デバイスのＤＣ電源を外部に置く現在の傾向と競合する。外
部ＤＣ電源を使用することは、費用および空間削減の点ならびにメンテナンスの容易さの
点および国際的な使用のための異なるタイプの幹線電力への順応性の点で有利である。し
たがって、電子デバイスは、ＡＣアダプタ、ＡＣ／ＤＣアダプタ、またはＡＣ／ＤＣコン
バータと呼ばれる、外部電源をしばしば使用する。そのような電源／アダプタ／コンバー
タは、２つの導通するリード、すなわち正極のための１つおよび負極のための他の１つを
含む、単一の調節されたＤＣ出力端子を有する。そして、調節されないＡＣまたはＤＣへ
のアクセスをデバイスがもはや有さないので、外部電源からの調節されたＤＣ電力を受け
取るデバイス用の早期電源障害検出構成を提供するための技術的解決策を企図することは
、明らかでない。
【０００３】
　したがって、従来技術解決策のさらなる最適化の必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第６，４６９，８８３号明細書
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、従来技術のいくつかの不都合を緩和することを目的とする。
【０００６】
　そのために、本発明は、外部電源から直流電力を受け取る電子デバイス用の電源障害検
出の方法を含む。上記外部電源は、幹線電気ネットワークへの接続のための交流（ＡＣ）
入力端子を有し、上記外部電源は、直流電力導通リードを介した電子デバイスへの接続の
ための直流出力端子を有する。本方法は、上記外部電源によって実装される。上記方法は
、上記外部電源の交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如を検出するステップを含み、上
記外部電源の交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如が検出されると、上記交流入力端子
上の幹線電力の供給の欠如を表す情報を送信するステップをさらに含む。
【０００７】
　上記外部電源によって実装される、電子デバイス用の電源障害検出の方法の変形実施形
態によると、本方法は、上記外部電源の交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如が検出さ
れるときに、上記電子デバイスに直流電力を提供し続けるための上記外部電源の容量の持
続時間を推定するステップをさらに含み、上記情報は、上記推定するステップの結果を含
む。
【０００８】
　上記外部電源によって実装される、電子デバイス用の電源障害検出の方法の変形実施形
態によると、本方法は、上記外部電源の交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如が検出さ
れるときに、上記外部電源の上記交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如の持続時間を測
定するステップをさらに含み、上記情報は、上記測定するステップの結果を含む。
【０００９】
　上記外部電源によって実装される、電子デバイス用の電源障害検出の方法の変形実施形
態によると、上記情報は、直流電力導通リードを経由して送信される。
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【００１０】
　上記外部電源によって実装される、電子デバイス用の電源障害検出の方法の変形実施形
態によると、上記情報は、直流電力導通リードの少なくとも１つにおいて搬送波信号を変
調することによって送信される。
【００１１】
　上記外部電源によって実装される、電子デバイス用の電源障害検出の方法の変形実施形
態によると、上記情報は、直流電力導通リードの少なくとも１つにおいて直流出力電圧レ
ベルを変調することによって送信される。
【００１２】
　本発明は、外部電源から直流電力を受け取る電子デバイス用の電源障害検出の方法にも
関する。上記外部電源は、幹線電気ネットワークへの接続のための交流入力端子および直
流電力導通リードを介した上記電子デバイスへの接続のための直流出力端子を有する。上
記方法は、上記電子デバイスによって実装され、上記外部電源の交流入力端子上の幹線電
力の供給の欠如を表す情報を受け取るステップであって、上記欠如は外部電源により検出
されるステップを含み、差し迫った直流電源障害を上記電子デバイスに知らせるように、
上記電子デバイスに情報を送信するステップをさらに含む。
【００１３】
　電子デバイスによって実装される、電子デバイス用の電源障害検出の方法の変形実施形
態によると、上記情報は、上記外部電源の交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如が上記
外部電源により検出されるときに、上記電子デバイスに直流電力を提供し続けるための上
記外部電源の容量の持続時間の推定値を含む。
【００１４】
　電子デバイスによって実装される、電子デバイス用の電源障害検出の方法の変形実施形
態によると、上記報は、上記外部電源の交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如が上記外
部電源により検出されるときに、上記外部電源の交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如
の持続時間の測定値をさらに含む。
【００１５】
　電子デバイスによって実装される、電子デバイス用の電源障害検出の方法の変形実施形
態によると、上記情報は、直流電力導通リードを介して受け取られる。
【００１６】
　電子デバイスによって実装される、電子デバイス用の電源障害検出の方法の変形実施形
態によると、上記情報は、直流電力導通リードの少なくとも１つにおいて搬送波信号の変
調によって受け取られる。
【００１７】
　電子デバイスによって実装される、電子デバイス用の電源障害検出の方法の変形実施形
態によると、上記情報は、直流電力導通リードの少なくとも１つにおいて直流出力電圧レ
ベルを変調することによって送信される。
【００１８】
　本発明は、電子デバイスに直流電力を提供するための外部電源にも関する。上記外部電
源は幹線電気ネットワークへの接続のための交流入力端子を有し、上記外部電源は直流電
力導通リードを介して上記電子デバイスに接続するための直流出力端子を有する。上記外
部電源は、上記外部電源の上記交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如を検出するための
検出器を含み、上記外部電源の上記交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如が検出器によ
り検出されると、上記交流入力端子上の幹線電力の供給の欠如を表す情報を送信する送信
機をさらに含む。
【００１９】
　上記外部電源の変形実施形態によると、上記検出器は、上記外部電源の上記交流入力端
子および／または上記外部電源の内部の調節されない上記交流出力端子および／または上
記外部電源の内部の調節されない上記直流出力端子に直接結合される。
【００２０】
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　本発明は、上記外部電源に接続するための電子デバイスにも関する。上記外部電源は幹
線電気ネットワークへの接続のための交流入力端子を有し、上記外部電源は直流電力導通
リードを介して電子デバイスに接続するための直流出力端子を有する。上記電子デバイス
は、上記外部電源の交流上記入力端子上の幹線電力の供給の欠如を表す情報を受け取る受
信機を含み、差し迫った直流電源障害を上記電子デバイスに知らせるような、情報を送信
する送信機をさらに含む。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　発明のさらなる利点は、本発明の特定の、非限定の実施形態の記載を通して現れること
になる。実施形態は、以下の図を参照して記載されることになる。
【図１】早期電源障害検出を実装する従来技術デバイス１０のブロック図である。デバイ
スは、内部電源を含む。
【図２】本発明の実装の非限定の実施形態による外部電源２１を備えるデバイス２２のブ
ロック図である。
【図３】本発明の特定の非限定の実施形態による図２の電源障害回路２１０および２１４
をさらに詳述するブロック図である。
【図４】非限定の例の実施形態による、例えば、図２の電源２１により実装されるような
本発明の電源障害検出の方法の論理図である。
【図５】非限定の例の実施形態による、例えば、図２のデバイス２２により実装されるよ
うな本発明の電源障害検出の方法の論理図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１は、従来技術早期電源障害検出を実装するデバイス１０のブロック図である。
【００２３】
　電子デバイス１０は、内部電源１１および追加のデバイスハードウェア１２を含む。内
部電源は、幹線電気ネットワーク（図示せず）に接続され得る電力線１００からの幹線電
力で給電される。幹線電気ネットワークは、その電力を、多くの工場および家に電気エネ
ルギを提供する、電気事業者または電力会社とも呼ばれる電力事業者から受け取る。内部
電源は、ＡＣ（交流）幹線電圧をより低いＡＣ出力電圧に変換する変圧器１１０を含む。
このより低いＡＣ電圧は、調節されないＤＣ（直流）電圧を出力端子１１２上に生成する
ブリッジ整流器回路１１１に入力され、低電圧ＡＣを低電圧ＤＣに変換するＤＣレギュレ
ータ回路１１３により調節（regulate）される。ＤＣレギュレータ回路１１３の出力は、
電力リード１１４を介して低電圧調節されたＤＣを追加のハードウェア１２に直接提供す
る。内部電源は、以降で議論されるように、早期電源障害検出のための低電圧ＡＣ出力端
子をさらに含む。
【００２４】
　追加のデバイスハードウェア１２は、ＣＰＵ（中央処理ユニット）１２５またはＭＰＵ
（マイクロプロセッサユニット）、ＣＰＵのためのコンピュータ可読命令を含むソフトウ
ェアプログラムの永続的な格納用、および永続的なやり方で格納される必要があるソフト
ウェアプログラムにより使用される他のパラメータおよび変数の格納用のＲＯＭ（読取り
専用メモリ）１２４を含む。それは、ソフトウェアプログラムの実行期間に使用されるデ
ータの一時的な格納用のＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）１２０、接続１２２を介する
例えばＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）またはＷＡＮ（ワイドエリアネットワーク
）などの外部ネットワークとのデバイスの通信用のネットワークインターフェイス１２３
、構成要素１２０および１２３～１２５にタイミングおよび同期手段を提供するクロック
ユニット１２１、ならびに後者の構成要素に通信用の内部手段を提供する内部データ通信
バス１２６をさらに含む。追加のハードウェア１２は、以降で議論されることになる、電
源障害検出回路１２８をさらに含む。
【００２５】
　内部電源１１のＡＣ回路で電源障害が発生すると、接続１１５を介して変圧されたＡＣ
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をモニターする電源障害検出回路１２８は、例えばＮＭＩ（ノンマスカブル割込み）を起
こすことにより、接続１２７を介してＣＰＵに電源障害を知らせる。ＮＭＩを起こすこと
は、デバイス１０が差し迫った（imminent）電力低下のために準備されるようにＲＡＭ内
のデータをＲＯＭに保存する適切な処置を行う、特定の割込みソフトウェアプログラムに
ＣＰＵが入ることを強制する。場合によっては、特定の割込みソフトウェアプログラムは
、外部ディスクドライブ上にデータを保存し、デバイスのユーザに、電源障害に起因する
差し迫ったシャットダウンを知らせる。
【００２６】
　図２は、発明の特定の非限定の実施形態による外部電源２１を備えるデバイス２２のブ
ロック図である。図１の従来技術デバイス１０と対照的に、電子デバイス２２は、例えば
ＡＣアダプタである外部電源２１を装備する。外部電源及び電子デバイス２２は、ＤＣ電
力導体またはＤＣ電力を導通するリードを単に含む低電圧ＤＣ電源コード２１２を介して
接続される。典型的には、正極用の１つおよび負極用の１つといった２つの電力導体リー
ドのみが使用されるが、使用される電子デバイスの必要性に従って、グランド（ＧＮＤ）
用の第１の極、＋５Ｖ用の第２の極、および＋１２Ｖ用の第３の極など、より多くのＤＣ
電力リードが時々使用される。図１のデバイス１０の内部電源１１のように、外部電源２
１は、既に議論された要素および接続１１０～１１３および１１５を含む。外部電源２１
は、さらに議論され続けることになる追加の電源障害回路２１０を含む。デバイス２２は
、とりわけ、既に議論された要素および接続１２０～１２７を含む。デバイス２２は、以
降で議論されることになる電源障害回路２１４を追加で含む。
【００２７】
　観察され得るように、図１の従来技術デバイス１０と対照的に、外部電源２１とデバイ
ス２２の間の接続は、単一の接続２１２に減少される。それを経由して調節されたＤＣ電
力および電源障害関連の情報の両方が通過するこの単一の接続は、デバイス２２内の電源
障害回路２１４と協働する外部電源２１内の追加の電源障害回路２１０により可能にされ
る。電源障害回路２１０は、例えば、変圧器１１０の２次巻線（２次巻線が外部電源の交
流出力端子に対応する）といった内部ＡＣ出力端子に接続されて（１１５（ａ））、入力
として調節されない低電力ＡＣを受け取るようになる。変圧器の１次巻線中の２次巻線へ
の電源障害の伝播には著しい遅延がないため、電源障害回路２１０は、ＤＣレギュレータ
１１３からのＤＣ電力出力が落ち始める前に、外部電源、すなわち端子１００上の幹線電
力の供給の欠如を検出する。代替として、電源障害回路２１０は、ＡＣ入力端子に直接接
続される（１１５（ｂ））。または代替として、電源障害回路２１０は、内部の調節され
ないＤＣ出力端子に接続される（１１５（ｃ））。電源障害回路２１０が電源のＡＣ入力
端子上の幹線電力のそのような欠如を（例えば、変形１１５（ａ）、１１５（ｂ）または
１１５（ｃ）のいずれかにより）検出する場合、デバイス２２に外部電源のＡＣ入力端子
上の幹線電力供給の欠如を表す情報を送信する。この情報は、ＤＣ電力導体リード２１１
を介して、例えば、電力導体リード上の変調を通して送信され得る。デバイス２２におい
て、外部電源のＡＣ入力端子上の幹線電力の供給の欠如についてのこの情報は、電源障害
回路２１４により取り扱われる。電源障害回路２１４は、接続２１３を介して情報を受け
取り、差し迫ったＤＣ電源障害を知らせるように、例えばＣＰＵ１２５といった電子デバ
イスに、例えば上述したようにＮＭＩを提供することにより、情報を送信する。要素３０
～３３は、図３に関して後で議論される。
【００２８】
　本発明の変形実施形態によると、方法は、外部電源のＡＣ入力端子への幹線電力の供給
の欠如が検出されるときに、電子デバイスにＤＣ電力を提供し続けるための外部電源の容
量の持続時間を推定するステップを含み、推定される持続時間は上述した情報内で提供さ
れる。推定は、例えば、デバイスの電力消費、一定の期間電源を引き継ぐことができるコ
ンデンサに格納されるエネルギまたは電池パックに格納されるエネルギの点での外部電源
のハードウェア構成、またはデバイスの供給電圧許容差などの１つまたは複数のパラメー
タに依存し、持続時間は、デバイスの実際の電流消費、デバイスの電流消費履歴の関数と
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して、もしくは両方に従って推定され得る。この変形は、デバイスが外部電源のＡＣ入力
端子への幹線電力の供給の欠如のみを知らされるのではなく、追加で、どれだけ長く外部
電源がデバイスへのＤＣ電力を供給し続けることが可能であると推定するかについて知ら
され、推定される持続時間に従って適切な処置を行う機会をデバイスに与えるという利点
を有する。例えば、推定される持続時間がデバイスの処理の現在の状態をハードディスク
ドライブ上にセーブするには短すぎる場合、電源障害の瞬間において進行中であるプロセ
スに関連する保存が復元され得ないとしても、電力が後で復旧されたとき、少なくともデ
バイスの正しい再開を確実にするために、ＲＡＭメモリ内の変数の状態のみを固体の速い
ＮＶＲＡＭメモリに保存することをデバイスが判断できる。
【００２９】
　前の実施形態と有利に組み合わされ得る本発明の変形実施形態によると、外部電源のＡ
Ｃ入力端子上の幹線電力供給の欠如を表す情報の送信は、外部電源のＤＣ電力導体リード
２１２のうちの１つまたは複数上で搬送波信号の変調を通して送信される。この送信は、
例えば、ＤＣ電力導体リードのうちの１つまたは複数上に変調された搬送波信号を印加す
ることにより機能する電力線通信（ＰＬＣ）法を使用して行われる。そのような変調は、
例えば、振幅変調または周波数変調により行われ得る。変調パターンは、デバイス２２内
の電源障害回路２１４により認識されるパターンである。変形実施形態によると、変調は
、デジタル形式で送信されるメッセージを含むデジタル信号である。変形実施形態による
と、メッセージはヘッダおよびペイロードを含む。変形実施形態によると、ヘッダはメッ
セージのタイプを示し、ペイロードは、上述した推定される持続時間などのメッセージの
タイプに関連するデータを含む。これらの変調方法は、それらが導体リード上に提供され
るテンション（電圧）または電流に影響を及ぼさないという利点を有する。デバイス２２
内の電源障害回路２１４は、変調された搬送波信号を復調し、ＣＰＵに提供される電源障
害または欠如検出信号に変換する。
【００３０】
　前の実施形態と有利に組み合わされ得る変形実施形態によると、送信は、外部電源の１
つまたは複数のＤＣ電力導体リード上のＤＣ電力出力電圧レベルの変調である。この変形
は、導体リード上に提供される出力電圧の所定の制限内の変化をもたらす。所定の制限は
、デバイスのハードウェア構成の関数であり、デバイスの正しい機能を乱すことなくデバ
イスにより許容され得る電圧変化に対応する。例えば、マイクロプロセッサベースのデバ
イスに給電する５Ｖ電源内の＋または－２５０ｍＶ（ミリボルト）の変化は、マイクロプ
ロセッサデータシートに従って許容可能である５％の電圧許容差に対応する。
【００３１】
　前の実施形態と有利に組み合わされ得る本発明の変形実施形態によると、搬送波信号の
変調は、外部電源のＡＣ入力端子への幹線電力の供給の欠如の持続時間の関数である。例
えば、変調の周波数は、電源障害または欠如の持続時間の関数である。例えば、周波数は
持続時間に比例し、周波数は、幹線電力の供給の欠如が延長されるにつれ、線形または段
階的なやり方で増加される。
【００３２】
　ＤＣ電力出力電圧レベルの変調による送信の前の変形実施形態および搬送波信号の変調
が幹線電力の供給の欠如の持続時間の関数である変形と有利に組み合わされ得る本発明の
変形実施形態によると、ＤＣ電力出力電圧の変調は、外部電源への幹線電力の供給の欠如
の持続時間の関数である。例えば、変調の周波数は、幹線電力欠如の持続時間の関数であ
る。例えば、周波数は持続時間に比例し、周波数は、幹線電力の供給の欠如が延長される
につれ、線形または段階的なやり方で増加される。この変形および前の変形は、情報を受
け取るデバイスにとって、例えば、差し迫った電力低下についてデバイスを準備するため
に、追加のより重要な処置を取るのに有益であるそのような延長について知らされるとい
う利点を有する。
【００３３】
　前の実施形態と有利に組み合わされ得る本発明の変形実施形態によると、外部電源への
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幹線電力の供給の欠如は、矢印１１５（ｂ）により図示されるように、外部電源の幹線入
力端子（１００）上で検出される。この変形実施形態は、電源障害ができるだけ早く検出
されるという利点を有する。前の実施形態と有利に組み合わされ得る本発明の変形実施形
態によると、外部電源への幹線電力の供給の欠如は、外部電源の（例えば、１１５（ｃ）
、調節されないＤＣ、または１１５（ａ）、調節されない低電圧ＡＣなど）内部の調節さ
れない出力端子上で検出される。この「出力端子」は、電源の内部にある（例えば、出力
端子はＤＣ電力導通リード２１２に接続されない）ことに留意されたい。これらの変形実
施形態は、検出に使用される構成要素の数および費用の点で有利であり得る。組み合わさ
れる場合、それらは、外部電源を使用するデバイスに欠如の原因を知らせるために使用さ
れてよい。原因は、外部電源２１の電源障害回路２１０がデバイス２２の電源障害回路２
１４に送信する情報に含まれてよい。欠如が、例えば内部の調節されないＡＣ出力端子（
１１５（ａ））上で検出されるが幹線入力端子（１１５（ｂ））上で検出されない場合、
電源障害の原因であるものは、外部電源、特に変圧器１１０である。欠如が、例えば内部
の調節されないＤＣ出力端子（１１５（ｃ））上で検出されるが幹線入力端子（１１５（
ｂ））上で検出されず、内部の調節されないＡＣ出力端子（１１５（ａ））上で検出され
ない場合、障害の原因は、おそらくブリッジ整流器回路１１１である。
【００３４】
　図３は、発明の特定の非限定の実施形態による、図２の電源障害回路２１０および２１
４をさらに詳述するブロック図である。電源障害回路２１０は、検出器回路３０または検
出器モジュール３０と、送信機回路３１または送信機モジュール３１とを含む。外部電源
のＡＣ入力端子上の幹線電力の供給の欠如を検出するための検出器３０は、上述したよう
に、接続１１５（ａ）、１１５（ｂ）または１１５（ｃ）のいずれか１つまたはいくつか
に接続される。送信機モジュール３１は、検出器３０により欠如が検出されると、接続２
１１を介して、ＡＣ入力端子上の幹線電力の供給の欠如を表す情報を（例えば、変調の上
述した手段により）送信する。デバイス（２２）側で、電源障害回路２１４は、その入力
を、接続２１３を介して電力コネクタリード２１２から受け取る。電源障害回路２１４は
、復調器回路または復調器モジュール（図示せず）を場合によって含む、受信回路、受信
モジュール、受信機又はインターフェイス３２を含む。受信回路は、外部電源のＡＣ入力
端子上の幹線電力の供給の欠如を表す情報を受け取り、例えばＣＰＵ１２５に接続される
出力端子１２７に情報を送信する送信機モジュールまたは回路３３に情報を出力する。出
力は、電源障害検出若しくは情報を示すＮＭＩ信号またはＲＡＭメモリのレジスタ中のビ
ットのトグリングであり、例えば、ＣＰＵに提供されると、電子デバイスに差し迫ったＤ
Ｃ電源障害を知らせ、場合によっては電子デバイスにＤＣ電力を提供し続けるための外部
電源の容量の持続時間の上述した推定値、および／又は、ＡＣ電力の欠如の測定された持
続時間、および／又は、差し迫った障害の原因など、受け取った情報内に提供される任意
の他の情報を知らせる。
【００３５】
　図４は、非限定の例の実施形態による、例えば、図２の外部電源２１により実装される
ような、発明の電源障害検出の方法の論理図である。
【００３６】
　最初の初期化ステップ４００で、方法が初期化され、初期化は、例えば、カウンタのゼ
ロ化、タイマの初期化、コンパレータ回路の自動調整など、外部電源２１の電源障害回路
２１０の初期化に関連するパラメータのセッティングを含む。
【００３７】
　外部電源のＡＣ入力端子上の幹線電力の供給の欠如が検出されない場合、方法は、４０
０１を介してステップ４０１を繰り返す。
【００３８】
　しかし欠如が検出される場合、送信のステップ４０２が作動される。次いで、方法は、
４００２を介してステップ４０１へと繰り返す。
【００３９】
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　図５は、非限定の例の実施形態による、例えば、図２のデバイス２２により実装される
ような、発明の電源障害検出の方法の論理図である。
【００４０】
　方法は初期化ステップを含み、ＲＡＭメモリ１２０内に格納されるパラメータおよび変
数などの、方法により使用される変数およびパラメータが初期化される。方法は、外部電
源のＡＣ入力端子上の幹線電力の供給の欠如を表す情報の受信のステップ５０１をさらに
含む。このステップは、例えば、図３の受信回路３２により実行される。ステップ５０２
で、情報は、電子デバイスに（例えば、ＣＰＵ１２５に）、差し迫ったＤＣ電源障害をそ
れに知らせるように送信される。このステップは、例えば、送信機３３により実装される
。方法は、５００１を介して受信ステップ５０１に戻ることを反復する。
【００４１】
　現在の発明は、したがって、引用された従来技術に従って可能であるよりも、電源障害
検出のよりフレキシブルな管理を可能にする。利点の中でもとりわけ、発明は、電源ＤＣ
出力導体リードに追加の配線を追加することなく、外部電源のＡＣ入力端子上の早期電源
障害検出を提供することを可能にする。本発明の変形の利点の中で、周辺デバイスは、外
部電源のＡＣ入力端子への幹線電力の供給の欠如の際に接続されたデバイスにＤＣ電力を
提供し続けるための電源の容量の持続時間の推定を知らされ、これは、そのような接続さ
れたデバイスが推定される持続時間に依存する適切な処置を行うことを可能にする。本発
明は、電源障害が「偶発的」である用途に制限されない。現在の発明は、デバイスをパワ
ーオフまたはスタンバイ状態にするため、「パワーオフ」ボタンの押下の際に入れられる
、スタンバイ状態またはパワーオフされた状態への進入を準備するために電源の差し迫っ
た低下を「通常の」条件として知らされるデバイスにも使用されてよい。そのため、幹線
電力の供給の用語「欠如」は、「障害」に対する代替として使用され得る。
【００４２】
　本発明の実装は、示される実施形態に制限されない。読者は、図２および図３が本発明
の非限定の例の実施形態であり、例えば、場合によってはその正しい機能を乱す可能性が
ある、外部電源の１つまたは複数の電力導体リード上の変調が電源のレギュレータ回路に
入ることを送信機側で避けるフィルタ回路など、描かれる以外の多少の回路を含み得るこ
とを理解するであろう。同様に、外部電源の１つまたは複数の電力導体リード上の変調が
デバイスのハードウェア要素の正しい機能を乱すことを避けるため、受け取る側、すなわ
ちデバイス２２にフィルタが必要とされる可能性がある。外部電源は、いわゆる線形電源
として描かれるが、発明は、この種のタイプの電源に制限されず、例えば、スイッチモー
ド電源にも好適である。
【００４３】
　同様に、読者は、本方法または本発明の実装が、図４および図５に図示されるような実
装に限られず、本方法のステップは、例えば、処理時間を獲得するため異なる順番または
並行して実行され得ることを理解するであろう。
【００４４】
　議論された変形は、本発明の特に有利な変形実施形態を提供するため、別々に、または
それらの間で組み合わされて使用され得る。
【００４５】
　記載された実施形態のいくつかは、電子回路の使用を議論するが、専用の電子回路によ
り実装されるものと提示されるいくつかの機能は、本発明を実装するデバイスの製造費用
を減らすため、代わりにソフトウェアで実装されてよい。
【００４６】
　あるいは、本発明は、専用のハードウェア構成要素が、あるいはソフトウェアで実行さ
れる機能を提供する、ハードおよびソフトウェア構成要素の混合物を使用して実装される
。特定の実施形態によると、本発明は、例えば専用の構成要素（例えば、ＡＳＩＣ、ＦＰ
ＧＡ、またはＶＬＳＩ）（それぞれ、「特定用途向け集積回路」「フィールドプログラマ
ブルゲートアレイ」および「超大規模集積回路」）として、またはデバイス内に集積され
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た別個の電子構成要素としてハードウェアで、またはハードウェアとソフトウェアの混合
物の形で、完全に実装される。
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